
はじめに 

 

 近年，インターネットの世界は日に日に拡大を続け，その抱える情報量は非常に膨

大なものとなっています。また，パソコンは言うに及ばず，スマホ・タブレットの急

激な発達により，人々がインターネットにアクセスする機会はますます増えてきまし

た。そのような背景のもと，中学生の学習の中でインターネットを利用するという行

為も特別なことではなくなってきました。しかしながら，インターネットには、膨大

な情報が存在し，中学生がそれを見極めて，日々の学習に必要な情報を選び出すのは

非常に困難な作業だと思われます。 

弊社は，そのような現状においてもやはりインターネットの有用性を確信し，意欲

のある中学生が安心して学習できる場として，学習動画サイトのイークルースを立ち

上げました。イークルースの学習動画は，中学校で学習する内容の要点をまとめ，パ

ソコン・タブレット・スマホからいつでも学習できるように構成されています。内容

については、文部科学省の学習指導要領に準拠したものとなっており，解説は経験豊

富な現役の塾講師によって監修されています。毎日の予習・復習はもちろん，定期テ

ストへの対策としても十分ご利用いただけると確信しております。 

本書は，イークルースでの学習内容を 1 冊にまとめ，書き込んで使用できるように

した学習ノートです。学習においては，知識を自分のものとして吸収するインプット

と，自分の持っている知識を解答として出すアウトプットの２つが共に重要となりま

す。イークルースの学習動画においてしっかりインプットした知識を，アウトプット

として試す場がこの学習ノートになります。したがって，イークルースの学習動画と

本書があれば，学習塾などに通うことなく自立して学習することができるようになっ

ています。 

本書を利用することで，多くの中学生のみなさんが自立して学習できるようになり，

みなさんの目標が達成されることを，スタッフ一同，心から願っています。 

 

株式会社 Prisola インターナショナル 

スカイホープ個別指導学院 
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イークルースと本書を使った自立的学習法 

 本書には、解答は付いていません。解答は、全て、イークルースのサイトでご確認くだ

さい。答えをすぐに見るという悪い習慣がつかず、自分で考えて学習するからこそ、成績

がアップします。 

１．まずは，イークルース（http://e-clus.com）でユーザー登録（無料）を！ 

 

 ユーザー登録を行うと，すでに見た動画の履歴が管理できるようになります。イー

クルースを有効に活用するためには，まず，ユーザー登録（無料）を行ってください。 

 

２．本書にどんどん書き込んで勉強しよう！ 

 各講座は，①学習内容の解説，②基本問題，③応用問題から構成されています。 

 イークルースのサイト（http://e-clus.com）から学習する項目を選び，学習内容の

解説をしっかりと見て，確認してください。学習内容の解説を聞き流すだけではなく，

本書にマーカーで線を引いたり，気づいたことなどを書き込んだりするとさらに学習

効果が上がります。 
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３．基本問題を解こう 

 学習内容の解説の後には，基本問題があります。ここで動画をいったんストップし，

必ず学習ノートに書き込んで確認してください。問題ができたら動画を再生し，すぐ

に解答をチェックしましょう。まちがえた問題はもう一度学習内容の解説を視聴する

などして，必ず理解しておきましょう。 

 

４．応用問題を解こう 

 基本問題が確認できたら，次は応用問題に挑戦してみましょう。応用問題は定期テ

ストなどによく出される形式ですので，しっかりと練習することで定期テストでの得

点アップにつながります。応用問題の解答は有料となっていますので，わからない問

題や気になる問題があれば，応用問題の解答でチェックしておきましょう。 

 応用問題の購入については，保護者の方と相談して，イークルースのサイト

（http://e-clus.com）でご確認ください。 
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第１章 正負の数 （１）正の数・負の数

正の数・負の数

０よりも大きい数０よりも小さい数 ０

数

正の整数・負の整数

,１，２，３，・・・・・・・・ー３，－２，－１，０

整数

日常生活での負の数

０℃よりも低い温度を表すときに、

－（マイナス）を使う

＋１０℃

０℃

－７℃

負の数

－（マイナス）の記号を使う

例：－５，－
２

１

正の数

＋（プラスの記号を使う）

例：＋３，＋５．４

負の整数

－（マイナス）の記号を使う

正の整数（自然数）

＋（プラスの記号を使う）

＋１，＋２，＋３，・・・・

第１章　正負の数
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第１章 正負の数 （１）正の数・負の数

基本問題

応用問題

次の問いに答えなさい。

（１）＋，－の符号を使って次の温度を表しなさい。

　①０℃よりも１５℃高い温度

　②０℃よりも４℃低い温度

（２）次の温度は、０℃より何度高いか、又は低いか答えなさい。

　①　＋１１℃

　②　－１３℃

次の問いに答えなさい。

（１）＋，－の符号を使って次の温度を表しなさい。

　①３℃よりも１２℃高い温度

　②３℃よりも１５℃低い温度

　③－３℃よりも５℃低い温度

　④－３℃よりも６℃高い温度

（２）次の温度は、５℃より何度高いか、又は低いか答えなさい。

　①　＋１℃

　②　－１３℃

イークルース　中学１年数学講座
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第１章 正負の数 （２）符号

基本問題 １

基本問題 ２

生徒 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

得点

（点）

６９ ９２ ５１ ４４ ７４

平均点と
の違い

（点）

＋３ －１５

応用問題

地点Ａから東へ５Ｋｍ移動することを＋５Ｋｍで表すとすると、地点Ａから西へ３Ｋｍ移動す

ることは、どのように表すことができるか。

下の表は、Ａ～Ｅ５人の生徒のテストの平均点が、クラスの平均点の６６点よりどれだけ高い

かを示した表です。表の空欄をうめなさい。

A地点から西へ４ｍ移動することを－４ｍと表し、－４ｍの地点をB地点とするとき、次の問

いに答えなさい。

（１）次の移動を＋，－の符号を使って表しなさい。

①A地点から東へ９ｍの移動　　　　②B地点から西へ１１ｍの移動

（２）次の①，②は、A地点からのどんな移動を表しているか答えなさい。

①B地点から＋１３ｍ　　　　　　　　　②B地点からー３９ｍ

第１章　正負の数
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第１章 正負の数 （３）数直線

数直線

基本問題

応用問題

０

正の方向

負の方向

+2 +4-2-4

数直線上で
０を表す点を
原点という

数直線の右の方向を正の方向という

数直線の左の方向
を負の方向という

０

Ａ ＢＣ

１-１

Ｄ

０ １‐１

次の数直線で、点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄに対応する数を答えなさい。

次の数直線上に、①～⑥に対応する点を記しなさい。

① 2.5 　② 1
2
1

 　③ -1.5 　④ 0.5 　⑤ -2
2
1

　⑥ -
3
1

イークルース　中学１年数学講座
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第１章 正負の数 （４）絶対値と数の大小

絶対値

数の大小

Memo

０ +4-4

絶対値：数直線上で、原点から、ある数を表す
点までの距離のこと

原点からの距離が４ 原点からの距離が４

+4,-4 両方とも絶対値は４

例：＋７の絶対値は、７
－３の絶対値は、３

０の絶対値は、０

０ +4-3

→正の数は０より大きい

大小

負の数は０より小さい←

→正の数は絶対値が大きいほ
ど大きい

例： ＋２＜＋４

+2

負の数は絶対値が大きい←
ほど小さい

例： －５＜－３

-5

負の数＜０＜正の数 の順番で大きくなる。

（数直線の右側の方が大きい）

例： －５＜－３＜０＜＋２＜＋４

第１章　正負の数

10



第１章 正負の数 （４）絶対値と数の大小

Memo

基本問題

応用問題

１．次の問いに答えなさい。

（１）絶対値が１１になる数を求めなさい。

（２）３より小さい絶対値を有する整数を全て求めなさい。

２．次の各組の数の大小を不等号を使って表しなさい。

（１）　 -1,-6 　　　（２）　 -3,+9,0 　　　(3)　 +5,-8

１．次の各組の数の大小を不等号を使って表しなさい。

（１）　 0 , 0.1 , -0.2     （２）　　 +0.7 , -2.3 , +2 , -3.1

（３）   -
7
5

 , -
9
7

           （４）　　 -0.4 , -
10
3

 , -
3
1

２．次の数を小さい順に並べて書きなさい。

　　 0.5 , -0.6 , -
7
3

 , 1.2 , 
5
7

 , 0.2

イークルース　中学１年数学講座
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第１章 正負の数 （５）加法・減法（１）

同符号の数の加法

基本問題

応用問題

０

①足し算のことを加法ともいう。
②足し算の答えを和という。

（例１） （＋２）＋（＋６） ＝ ＋（２＋６）＝＋８
（例２） （－３）＋（－５） ＝ －（３＋５）＝－８

Point:同符号の加法は、絶対値の和に、
共通の符号をつける

+2 +8

+2 +6

-3-8

-3-5

次の計算をしなさい。

(1) (+2) + (+5)

(2) (-4) + (-7)

(3) (+19) + (+2)

(4) (-16) + (-12)

次の計算をしなさい。

(1) 0 + (+9)

(2) (-4.4) + (-7.8)

(3) (-0.3) + (-2.7)

(4) (-23) + 0

(5) (-
5
4

) + (-13)

(6) (-
3

1
) + (-

5

3
)

第１章　正負の数
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第１章 正負の数 （６）加法・減法（２）

異符号の数の加法

基本問題

応用問題

０

（例１） （＋２）＋（－６） ＝ －（６－２）＝－４
（例２） （＋９）＋（－１） ＝ ＋（９－１）＝＋８

Point:異符号の加法は、絶対値の大きい方から小さい方を引
き、絶対値の大きい方の符号を付ける。

+2

-6

-4

-1

+9+8

次の計算をしなさい。

(1) (+6) + (-11)

(2) (-8) + (+22)

(3) (+9) + (-2)

(4) (-13) + (+5)

(5) (-9) + (+9)

次の計算をしなさい。

(1) (-5) + (+2)

(2) (-8) + (+7)

(3) (+8) + (-11)

(4) (+32) + (-21)

(5) (-
5
4

) + (+
5
2

)

(6) (-
3
1

) + (+
5
1

)
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第１章 正負の数 （７）加法の交換法則・結合法則

加法の計算法則

基本問題

応用問題

加法の交換法則
○＋□＝□＋○
例：（－８）＋（＋１２）＝（＋１２）＋（－８）

加法の結合法則:
（○＋□）＋△＝○＋（□＋△）
例：｛（－８）＋（＋２）｝＋（＋３）

＝ （－８）＋｛（＋２）＋（＋３）｝

注意：｛ ｝の中から先に計算する

次の計算をしなさい。

(1) (-4) + (+3) + (-11) + (+5)

(2) (+4) + (-7) + (-10) + (+2)

(3) (-17) + (+13) + (-11)

次の計算をしなさい。

(1) (+8) + (-5) + (-6) + (+2)

(2) (+12) + (-9) + (+5) + (-16)

(3) (-3) + (+19) + (-12) + (-20)

(4) (-4) + (-12) + (+5) + (+12) 

(5) (-16) + (+22) + (-35) + (+9) + (+64)

(6) (-12) + (+24) + (+20) + (-32)

第１章　正負の数
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第１章 正負の数 （８）減法

減法

基本問題

応用問題

①引き算のことを減法ともいう。
②引き算の答えを差という。

（例） （－２）－（＋６）＝（－２）＋（－６）

Point:ある数を引くには、その符号を
変えて加法にする。

符号を変える

加法にする

①かっこのない式は、＋が省略されている。

６－９

＝６＋（－９）

＝６－（＋９）

②かっこの外し方

＋（＋２）＝２ ＋（－２）＝－２

－（＋２）＝－２ －（－２）＝＋２

どれも同じ値になる。

要注意！

次の計算をしなさい。

(1) (+1) - (+4)

(2) (-4) - (-8)

(3) (-3) - (+1)

(4) (+15) - (-11)

次の計算をしなさい。

(1) (+8) - (+17)

(2) (-7) - (+2)

(3) (-24) - (-35)

(4) (+14) - (-23)

(5) - 3 - 5

(6) 9 - 13

(7) - 13 + 5

(8) 6 - 15

イークルース　中学１年数学講座
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第１章 正負の数 （９）加法と減法が混ざった計算（１）

正の項・負の項

基本問題

応用問題

① （＋９）＋（＋３）＋（－４）＋（－２）

② 次の式の正の項・負の項を求めなさい。

（＋９）－（＋３）－（－４）＋（－２）

＝（＋９）＋（－３）＋（＋４）＋（－２）

加法だけの式に直したときの記号＋で結ばれた各数を、
この式の項という。

正の数の項→正の項
負の数の項→負の項

正の項 負の項 正の項 負の項

Ｐｏｉｎｔ
加法だけの式にした後、

正の項・負の項同士の和を別々に求める。

次の式を加法だけの式に直して計算しなさい。

(1) (+2) - (+3) + (-4) - (-9)

(2) (-
3
2

)-(-3)-(+
3
1

)+(+
3
5

)

次の式を加法だけの式に直して計算しなさい。

(1) (+5) - (+8) + (-11) - (-1) - (-17)

(2) (-1.4) - (-2.5) - (-3.7) + (-0.6)

(3) (+
5
2

)-(+7)-(+2)-(-
5
3

)

(4) 1 - (-
2
1

)+(-
3
1

)-(-
4
1

)

第１章　正負の数
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第１章 正負の数 （１０）加法と減法が混ざった計算（２）

基本問題

応用問題

Ｐｏｉｎｔ
①かっこを外す。
②左から順に計算してもよいが、
正の項・負の項を集めて別々に計算するとよい。

Memo

次の計算をしなさい。

(1) - 2 + 3 - 11 + 8

(2) - 12 + 22 - 36 + 11

(3) 2 + (-5) - (+8) - (-3)

(4) 5 + (+4) - (-7) -15

次の計算をしなさい。

(1) 6 - 9 + 5 - 10 + 4

(2) 3.7 - (-1.7) - 4.3 + (-2.1)

(3) -23 + 2 - 34 + (-5) - (-7)

(4) 
3
2

 - 
4
7

 + 
6
1

 - 
2
1

 

(5) -
6
5

 - 
2
1

 - (- 
12
1

) - 
4
3
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第１章 正負の数 （１１）乗法

正負の数の乗法

基本問題

応用問題

①かけ算のことを乗法ともいう。
②かけ算の答えを積という。

同符号の２数の積：絶対値の積に正の符号＋を付ける

例： （－２）×（－３）＝＋（２×３）＝＋６

（＋）×（＋）→（＋）
（－）×（－）→（＋）
負の数が偶数→＋
（－）×（－）×（－）×（－）→（＋）

異符号の２数の積：絶対値の積に負の符号－を付ける

例： （－２）×（＋３）＝－（２×３）＝－６

（－）×（＋）→（－）
（＋）×（－）→（－）
負の数が奇数→－
（－）×（－）×（－）→（－）

次の計算をしなさい。

(1) (+4) × (+6)

(2) (+5) × (-2)

(3) (-3) × (+4)

(4) (-8) × (-7)

(5) (-4) × (-2) 　× (-7)

(6) 3 × (-8) × (-2)

次の計算をしなさい。

(1) (-9) × (+6)

(2) (+13) × (-4)

(3) (-9) × (-12)

(4) (-2.5) × (+0.3)

(5) (-9) × 8 × (-3)

(6) (-3) × (-2) × (-6) × (-5)

(7) (-8) × (-5) × (-4) × (-2) × (-2)

(8) (-2) × 0

(9) (-1) × (-1)

第１章　正負の数
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第１章 正負の数 （１２）累乗

累乗

基本問題

応用問題

①同じ数をいくつかかけたものを、その数の累乗という
②右肩に小さく書いた数を指数という

３の２乗

５の３乗

(1)  (-2)2 

(2)    -33    

(1) (-4)3

(2) -92

(3) (4×2)2 

(4) (-3)×(-2)2 

(5) (-42)×(-5)

(6) (-5)2 × (-33)

次の計算をしなさい。

次の計算をしなさい。

イークルース　中学１年数学講座
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第１章 正負の数 （１３）除法

除法

基本問題

応用問題

①割り算のことを除法ともいう。
②除法の答えを商という。

同符号の２数の除法は、絶対値の商に正の符号＋を付ける
例： （－８）÷（－２）＝＋（８÷２）＝＋４ （＋）÷（＋）→（＋）

（－）÷（－）→（＋）

異符号の２数の除法は、絶対値の商に負の符号－を付ける
例： （－８）÷（＋２）＝－（８÷２）＝－４ （＋）÷（－）→（－）

（－）÷（＋）→（－）

次の計算をしなさい。

(1) (-12) ÷ (-4)

(2) (+35) ÷ (+7)

(3) (-42) ÷ (+6)

(4) (+9) ÷ (-3)

次の計算をしなさい。

(1) (+28) ÷ (-4)

(2) (-15) ÷ (-3)

(3) (-7.2) ÷ (+0.9)

(4) (-3) ÷ 5

(5) 0 ÷ (-6)

(6) 0 ÷ (+100)

(7) (-6) ÷ 1

(8) 4 ÷ (-1)

(9) -60 ÷ 5

第１章　正負の数
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第１章 正負の数 （１４）除法と乗法

逆数・除法と乗法の関係

基本問題

応用問題

符号に注意

4
3

 
3
4

-
4
3

-
3
4

4
-3

 = -
4
3

 = 
-4
3

3 　×
3
1

 = 1

３の逆数は、
3
1

3
1

の逆数は、 3

①２つの数の積が１であるとき、一方を他方の逆数という。

例：

②除法は、割る数の逆数をかける計算になおすことができる。

例：　4 ÷ 
3
1

 = 4 × 3 = 12

例：　4 ÷ 3 = 4 × 
3
1

 = 
3
4

(1) -
6
5

 ÷ 
3
2

(2) -
3
4

 ÷ (-8)

(3) (+
6
7

) ÷ (-
9

14
)

(1) (-12) ÷ 
7
4

(2) (-
2
5

) ÷ (-
9
5

)

(3) -4 ÷ (-
5
2

) × (-7)

(4) 3 ÷ (-
2
3

) × 
7
5

(5) 
4
1

 ÷ (-
2
3

) ÷ (-
7
5

)

(6) (-
9
5

) ÷ (-32) ÷ (-
9
1

)

次の計算をしなさい。

次の計算をしなさい。
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第１章 正負の数 （１５）四則の混ざった計算

四則の混じった計算の仕方

基本問題

応用問題

①加法・減法・乗法・除法をまとめて、四則という
②かっこの中・累乗→乗除→加減の順に計算する

例： ８－２×（－３－２）
＝８－２×（－５）
＝８－（－１０）
＝８＋１０＝１８

(6) (-4)2 　÷ (-
5
6

) + 
3

10
 （× 52 - 33)

次の計算をしなさい。

(1) 9 + 2 × (-6)

(2) -11 - (-4) ÷ 2

(3) (-3) × (-4) - 24 ÷ (-6)

(4) (-3)2 - 12 ÷ (3 - 9)

次の計算をしなさい。

(1) -5 ÷ (-2 - 3)

(2) -18 - (-9) × 3

(3) (-4 + 2) × 5 - (-3 - 5) ÷ (-2) × 3

(4) 15 - {9 ÷ (2 - 5) + 12}

(5) (-3)3 - (-52) × (3 - 5)

第１章　正負の数
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第１章 正負の数 （１６）分配法則

負の数を含む計算にも、分配法則が成立する。

基本問題

応用問題

□×（○＋△）＝□×○＋□×△
（○＋△）×□＝○×□＋△×□

なお、交換法則 ○×□＝□×○が成り立つので
□×（○＋△）＝（○＋△）×□

例： （－２）×（３＋４）＝（－２）×３＋（－２）×４＝－６－８＝－１４
（－２）×（３－４）＝（－２）×３－（－２）×４

＝－６＋８＝＋２
この例は、計算が面倒になる。

しかし、分配法則を使うと
計算が楽になる場合がある。

(1) (-72) × (
9
4

 - 
4
3

)

(2) -24×38 - 76×38

(1) (-
8
3

 - 
14
5

) × (-56)

(2) 8.3×(-42) - 8.3×(-52)

(3) 412 - 41×(-59)

次の計算をしなさい。

次の計算を工夫してしなさい。
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第１章 正負の数 （１７）数の集合

数の集合

基本問題

応用問題

①自然数全体の集まりを、自然数の集合という。
②自然数、つまり正の整数の他に、０と負の整数を
合わせたものを、整数の集合という。

自然数

整数

数全体

加法 減法 乗法 除法

自然数の集合

整数の集合

数全体の集合

3.1
-4.4

-8
-12

1, 2, 3, ・・・

-1
0

-9

-
5
4

3
2

次の計算で、答えが自然数になるのはどれか。

(1) 3 - 5

(2) 5 + 10

(3) 8 × 2

(4) 5 ÷ 4

自然数、整数、及び数全体のそれぞれの集合の中で、加法・減法・乗法・除法を行った場

合、計算結果がそれぞれの集合の中に入る場合は○を、入らない場合は×を記入しなさ

い。

第１章　正負の数
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第１章 正負の数 （１８）平均

基本問題

応用問題

うどん屋Aは、一日の売り上げ数を昨年の売り上げ数の平均を基準にして、下のような表で記
録しています。下の表に挙げた週の売り上げ数の一日の平均は、昨年の売り上げ数の一日の
平均よりも、何杯増えているか又は減っているかを答えなさい。

次の表は、Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ４人の体重から、４５Kgを引いた差を示したものです。

４人の体重の平均を求めなさい。

生徒 A B C D

差（Kg) －３ ＋１１ ＋８ －５

曜日 月 火 水 木 金 土 日

昨年の平均と
の差（杯）

-8 -14 +3 +15 +9 -27 -34

Memo

イークルース　中学１年数学講座
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第２章 文字と式 （１）文字を使った式

文字を使った式

基本問題

応用問題

① 文字を使った式のことを文字式という。

② 文字式を使うと、いろいろな数量や数量どうしの関係を、一般的な簡潔な式に表すことがで
きる。

例１：ｘ円の商品を買って、1000円出したときのおつりは、
おつり＝出した金額－代金であるから、

1000－ｘ（円） で表すことができる。

例２：正五角形の一辺の長さをａとしたとき、
周全体の長さは、（一辺の長さ）×５であるので

ａ×５ で表すことができる。

例３：○＋□＝□＋○や、△×□＝□×△
のような計算の法則を、文字式を使って表すと、

ａ＋ｂ＝ｂ＋ａ，ａ×ｂ＝ｂ×ａ となる。

次の数量を、文字を使った式で表しなさい。

（１）一本ａ円の鉛筆を５本買って、５００円出したときのおつり

（２）周の長さが x (cm) の正方形の１辺の長さ

（３） x 人いるクラスで、４人欠席したときの出席者の人数

次の数量の関係を、文字を使った式で表しなさい。

①一個１１０円のまんじゅうをｃ個買って、５０円の箱に入れてもらったときの代金

②一個３０円のみかんをａ個と、一個９０円のりんごをｂ個買ったときの代金

③底辺がａ(cm)、高さがｈ(cm)の三角形の面積

④一個ｍグラムのジュースの缶９本を、ｎグラムの箱に入れたときの全体の重さ

第２章　文字と式
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第２章 文字と式 （２）文字式の表し方

文字式の表し方

基本問題

応用問題

①記号×をはぶく。

②文字と数との積では、数を文字の前に書く

③同じ文字の積は、累乗の指数を使って書く。

④アルファベット順に書くことが多い。

⑤

⑥文字式では、除法の記号÷を使わず、分数の形で書く。

⑦かっこのついた式は、一つのまとまりと考える。

⑧負の数と文字との積では、かっこをつけないで書く。

⑨－の符号は分数の前に書く。

⑩加法・減法の記号ははぶけない。

a ÷ 5 = 
5
a

(a -b )×5 = 5(a -b )    (a -b )÷5 =
5

a -b
 

a ×(-2) = -2a

a ÷(-3) = 
-3
a

 = -
3
a

a ×3 + b ÷2 = 3a + 
2
b

a × 5 = 5a

a × a × a = a 3

1 × a = a ,     (-1) × a = -a

次の式を、文字式の表し方にしたがって書きなさい。

次の式を、文字式の表し方にしたがって書きなさい。

(1)  b ×4×a

(2) y × y × x × x × x

(3) n÷(-7)

(4) n×(-8)

(5)(a - b )÷5

(6) m × (-
3
2

)

(1)  x × x × (-8) 　× x × y

(2) 4a ÷ 5b

(3) x ÷ 4 × y

(4) 3 ÷ b ÷ 5

(5) (a + b )÷ 2 × 5

(6) x × 3 - (3 -  y ) ÷  5
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第２章 文字と式 （３）文字式と数量

数量の表し方

基本問題

応用問題

① 速さに関する公式

② 割合

③ 平均

④ 単位はそろえる。 例：ａ（ｍ） ＝１００ａ（ｃｍ）

このような点に注意して、いろいろな数量を文字式で表してみましょう。

速さ＝距離÷時間 時間＝距離÷速さ 距離＝速さ×時間

距離：道のり

は じ

き

１％ = 
100

1
 １割 = 

10
1

平均 = 
個   数

   数  量  の  合　計　　

次の数量を文字式で表しなさい。

（１）ａ（ｋｍ）の道のりを、毎時４０ｋｍで進むときにかかった時間

（２）ａ（グラム）の８％の重さ

（３）ａ（ｃｍ），ｂ（ｃｍ），ｃ（ｃｍ），ｄ（ｃｍ）の平均

（４）毎時ａ（ｋｍ）の速さで、ｔ時間進んだときの道のり

次の数量を文字式で表しなさい。

（１）ｂ（ｋｍ）離れたところへ、毎時ａ（ｋｍ）の速さでｔ時間進んだときの残りの道のり

（２）分速ａ（ｍ）で１３分進み、次に、分速ｂ（ｍ）で５分進んだときの合計の道のり

（３）４人でａ円ずつ出して、一個５０円のお菓子をｂ個買ったときの残金

（４）ａ（ｍ）のひもからｂ（ｃｍ）のひもを５本切り取ったときの残りの長さ（ｍ）

（５）ａ（ｋｇ）の米をｂ（ｇ）のケースに入れたときの全体の重さ（ｇ）
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第２章 文字と式 （４）式の値

式の値

基本問題

応用問題

①式の中の文字を数に置き換えること代入という。

②代入して計算した結果を、式の値という。

ａ＝３のときの式４ａ＋５の値

４ａ＋５＝４×３＋５＝１７

代入

a = -4 のとき、次の式の値を求めよ。

(1) 4a - 2

(2) 6 - 3a

(3) 3a 2

(4) 
a

8
 - 7

（１） x=-2 のとき、次の式の値を求めなさい。

　① 1 - 7x

　② 2x2 - 3x - 4

　③
x

4
 - x2  

　④ -
5

2x

（２） x=-
3
2

のとき、次の式の値を求めなさい。

  ① -
x

8

　②
6
x

  + 
9
1
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第２章 文字と式 （５）項と係数

項と係数

基本問題

応用問題

①項：加法だけの式で、表したときに加法の記号＋で結ばれた一つ一つ

②係数：文字を含む項で、数の部分

③１次の項：２ｘのように、文字が一つだけの項

１次の項の例：３ｘ，４ａ，－５ｙ

④１次式：一次の項だけか、１次の項と数の項の和で表される式

１次式の例：２ｘ，－３ｙ＋５，２ｂ＋７

⑤まちがいやすい係数

ａ → 係数は１

－ａ → 係数は－１

４ａ－５ｂ＋１＝４ａ＋（－５ｂ）＋１

項

係数

次の式の項と、文字を含む項の係数を答えなさい。

(1) 3x + 7y + 4

(2) -2a -5b -3

(3) -5x - 
3
y

 + 9

次の式の中から１次式を選んで、その記号を答えなさい。

①　 2x - 9

②　 xy + 1

③　 -5a + 6b

④　 -p

⑤　 2a 2 + 5

2
x

　→　係数は
2
1
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第２章 文字と式 （６）１次式の加法・減法

Ｐｏｉｎｔ

基本問題

応用問題

同じ文字の項（同類項）のまとめ方

①計算法則 ｍｘ＋ｎｘ＝（ｍ＋ｎ）ｘ

１次式の加減：かっこのはずし方

①加法：＋（ ）は、そのままかっこをはずす。

②減法：－（ ）は、かっこの中の符号を変えて、かっこをはずす。

３ｘ＋２ｘ＝（３＋２）ｘ＝５ｘ
３ｘ－２ｘ＝（３－２）ｘ＝ｘ

－３ｘ＋２ｘ＝（－３＋２）ｘ＝－ｘ
－３ｘ－２ｘ＝（－３－２）ｘ＝－５ｘ

＋（２ａ＋４）＝＋２ａ＋４
＋（２ａ－４）＝＋２ａ－４

＋（－２ａ＋４）＝－２ａ＋４
＋（－２ａ－４）＝－２ａ－４

－（２ａ＋４）＝－２ａ－４ －（２ａ－４）＝－２ａ＋４
－（－２ａ＋４）＝＋２ａ－４ －（－２ａ－４）＝＋２ａ＋４

マイナスマイナス
はプラス

次の計算をしなさい。

(1) -4a + 3a

(2) 8x -2x

(3) 5b + 3 - 3b -9

(4) -6a - 4 + 5a - 5

(5) 4x - 2 + (-5x + 8)

(6) (3a - 7) + (-7a + 1)

(7) 6y - (8y + 7)

(8) (2x - 8) - (-4x - 9)

次の２式を足しなさい。また、左の式から右の式を引きなさい。

①　 7x - 8   ,   -9x - 3

②　 -9a + 8   ,   4a - 11
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第２章 文字と式 （７）１次式の乗法

Ｐｏｉｎｔ

基本問題

応用問題

項が１つの式と数の乗法

①数どうしの積を求め、それに文字をかける。

項が２つの式と数との乗法

①分配法則を使って、かっこの外の数をかっこの中のすべての項にかける。

３ａ×２
＝３×ａ×２
＝３×２×ａ
＝６ａ

交換法則

２（３ａ＋５）
＝２×３ａ＋２×５
＝６ａ＋１０

分配法則
a (b + c) = ab + ac

(1) 3x × (-8)

(2) -
3
4

a × (-24)

(3) 4x × (- 
16
3

) 

(4) -5(2a - 9)

(5)-15(
5
3

x + 
3
2

)

(6) 6(
2

4x - 6
)

次の計算をしなさい。

(1) 4a × 3

(2) 3(-3x + 2)

(3) -2(-4a - 3)

(4) (-5a + 3)×(-2)

(5) 
2

5x - 3
 × (-10)

次の計算をしなさい。
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12a ÷ (-3)

     =
-3

12a
  = -4a

第２章 文字と式 （８）１次式の除法

Ｐｏｉｎｔ

基本問題

応用問題

項が１つの式と数の除法

①分数の形にして、数どうしで約分する。

項が２つの式と数との除法

①逆数をかけて除法を乗法に書き直して、分配法則を使って計算する。

(-6x + 9) ÷ 3

         = (-6x + 9) × 
3
1

         = (-6x)×
3
1

 + 9 ×
3
1

         = -2x + 3

(1) 15x ÷ (-3)

(2) -21x ÷ 7 

(3) (-8x + 4) ÷ 2

(4) (-6a - 3) ÷ (-3)

(1) -6a ÷ (-
3
2

)

(2) -8x ÷ 
5
4

(3) (3x - 21) ÷ (-
2
3

)

(4) (
2
1

a - 3) ÷ 
4
1

 

(5) (-
3

10
x - 

2
5

 ) ÷ (-
6
5

) 

4

1

次の計算をしなさい。

次の計算をしなさい。
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第２章 文字と式 （９）いろいろな計算

基本問題

応用問題

(1) 6(2x - 1) + 2(-4x + 3)

(2) 3(2a - 5) - 2(5a - 4)

(3) 
2
1

(4x - 6) + 
3
2

(6x - 9)

(1) 8(2x -4) - 3(x  + 2)

(2) 2(x - 4) + 2(-2x + 5)

(3) 
3
2

(9x - 12) + 
2
1

(8x +4)

(4) 
6
7

(12x - 6) - 
4
3

(12x - 8)

(5) 
4

3x + 1
 + 

2
3x -5

(6) 
3

x - 1
 - 

2
x + 1

次の計算をしなさい。

次の計算をしなさい。
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第２章 文字と式 （１０）関係を表す式（等式）

等式

文字を使った公式

Memo

等式：等号＝を使って、２つの式が等しいことを表した式

例：１０００円でａ円の品物を買ったときのおつりが、
ｂ円であるとき、このことを等式で表すと、

１０００－ａ＝ｂ

等式
左辺

右辺

等式の左側の式を左辺

等式の右側の式を右辺

◆円周率は、π（パイ）で表す。

（円周）＝（直径）×（円周率）

＝（半径）×２×（円周率）

（円の面積）＝（半径）×（半径）×（円周率）

直径は、 2r より、円周を l とすると、

l = 2r ×  = 2 r      l = 2 r

円の面積をS とすると、

S =  r × r ×  =  r 2    S =  r 2 

2r

r
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第２章 文字と式 （１０）関係を表す式（等式）

基本問題

応用問題

b(cm)

a(cm)

次の問いに答えなさい。

①右のひし形の面積S(cm2 )　を求める公式を作りなさい。

②りんごが１５個、みかんが１０個あります。これら１個あたりの平均の重さはｍ（ｇ）でした。

りんご１個あたりの平均の重さをａ（ｇ）とし、みかん１個あたりの平均の重さをｂ（ｇ）としたと

して、ｍ，ａ，ｂの関係を式で表しなさい。

③１個ａ円で品物を２００個仕入れ、それぞれ仕入れた値段の２０％の利益を見込んで定価

をつけたところ、１５０個が定価で売れました。そして、残りについては、定価の５％を割引し

て売ったところ、全て売り切れました。全体の利益をｂ円としたとき、ａ，ｂの関係を式で表しな

さい。

次の問いに答えなさい。

①半径が５ｃｍの円の円周の長さを求めなさい。

②半径が４ｃｍの円の面積を求めなさい。

なお、①②について、円周率は、πとする。

③１辺の長さがａ(cm)の正方形の面積S（cm2 ）と周の長さℓ(cm)を求める公式を作りなさい。

④３kmの道のりを分速ｓ（ｍ）で歩いたら、ｔ分かかったとする。このときの数量の関係を等式

で表しなさい。
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第２章 文字と式 （１１）関係を表す式（不等式）

不等式

基本問題

応用問題

不等式：不等号＞，＜，≧，≦を使って表した式

例：１個ａ（ｇ）のみかん２個と１個ｂ（ｇ）のりんご３個の合計
の重さは、６００ｇよりも重かった。

２ａ＋３ｂ＞６００

不等式
左辺

右辺

不等式の左側の式を左辺

不等式の右側の式を右辺

大きい 小さい 以上 以下

次の数量の関係を不等式で表しなさい。

①ある数ｘに、６を足すと、８より大きい。

②１本ｘ円の鉛筆５本と、１冊ｙ円のノート３冊の合計の代金は、９００円より安かった。

③ある数ａを３倍した値から、ある数ｂを５倍した値を引いたときの値は、６０以下である。

④あるクラスの英語のテストで、Ａさんはａ点、Ｂさんはｂ点、Ｃさんはｃ点であったとき、３人

の平均点は、ｂ点以上であった。

ある遊園地の入場料は、おとながａ円、中学生がｂ円、小学生以下がｃ円である。このとき、

次の不等式は、どのようなことを表しているかを答えなさい。

(1)  a - b ≧ 600

(2) 2a + 3b +c ≦ 15000

(3) b + c > 3000

(4) 2a ≧  b + 2c
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第３章 方程式 （１）方程式とその解

方程式とその解

基本問題

応用問題

①方程式：式のなかの文字に特別な値を代入すると成り立
つ等式

②解：方程式を成り立たせる文字の値

③方程式の解を求めることを、方程式を解くという。

を代入すると、
等式が成立する。

3x + 5 = 17

x = 4

-3 , -2 , -1 , 0のうち、方程式4x + 3 = -1の解はどれか。

-2 , -1 , 0 , 1 , 2のうち、次の方程式の解はどれか答えなさい。

(1) -3x - 8 = -2

(2) 6 + 9x = -3

(3) -3x + 2 = 5x - 6

(4) 4x - 1 = -2x + 11
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第３章 方程式 （２）等式の性質

等式の性質

等式には、以下の４つ性質がある。

Ａ＝Ｂならば、

Ａ＋Ｃ＝Ｂ＋Ｃ
Ａ－Ｃ＝Ｂ－Ｃ
ＡＣ＝ＢＣ

例： x + 2 = -3

　　 x + 2 - 2 = -3 - 2

　　 x = -5

基本問題

(1) x - 7 = -10

(2) x + 6 = 5

(3) 
5
x

 = 3

(4) 7x = -21

応用問題

等式の性質を使って、次の方程式を解きなさい。

等式の性質を使って、次の方程式を解きなさい。
(1) x - 9 = -12
(2) -7 - x = -6

(3) -x + 8 = 2

(4) 
7
x

 + 1 = 2

(5) 9x  = -54

(6) -2x + 3 = 9

C
A

 = 
C
B

 (C ≠ 0)
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例題：方程式2x - 3 = 5を解きなさい。

     2x - 3 = 5

　　　

     2x = 5 + 3

     2x = 8

       x = 4

第３章 方程式 （３）１次方程式の解き方

移項を用いた解法

基本問題

応用問題

移項：一方の辺の項を、符号を変えて、
他方の辺の項に移すこと。

ａｘ＝ｂの形に整理する。

両辺をｘの係数２で割る。
移項してａｘ＝ｂ（ａ≠０）の形に
することができる方程式を

１次方程式という

(1) 5x - 9 = 6

(2) 3x = -5x - 16

(3) x + 5 = -3x - 3

(4) 4x -7 = 8x + 1

次の方程式を解きなさい。

(1) 8x - 5 = 9x

(2) 2x - 4 = -5x + 17

(3) 7x - 12 = +4 + 3x

(4) 4x + 10 = -1 - 4x -3x

(5) 15 + 4x = 8x - 9 + 2x

(6) -
3
2

x = - 
6
5

次の方程式を解きなさい。
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3
1

x - 2 = 
2
1

x      (
3
1

x - 2)×6 = 
2
1

x ×6        

第３章 方程式 （４）いろいろな一次方程式

いろいろな一次方程式

基本問題

応用問題

①かっこのある方程式

分配法則を利用してかっこを外す。

②係数に小数がある方程式

両辺に、１０，１００，１０００，・・・をかけて、係数を整数にする。

③係数に分数がある方程式

両辺に分母の最小公倍数をかける。

両辺に１０をかける

2x - 12 = 3x

(1) 5(x - 3) = 2x + 6

(2) 0.5x + 0.5 = 0.1x - 0.3

(3) 
4

3
x + 2 = 

2

1
x - 5

(1) -2(3 - 3x) = 3(5x - 8)

(2) 3(3x - 5) + 5(-2x + 4) = 0

(3)0.3(3x - 2) = -0.2(-3x + 6)

(4) 
3

2x - 5
 + 5 = 

2
3

x

(5) 0.03(2x - 2) - 2.5 = 0.7x

3(x + 2) = x - 4 3x + 6 = x - 4

0.2x + 2.1 = 0.3x 2x + 21 = 3x

次の方程式を解きなさい。

次の方程式を解きなさい。
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①比ａ：ｂについて、ａ，ｂを比の項という。

例：コップＡとコップＢの容量の比１：２

②ａをｂでわった商 をａ：ｂの比の値という。

例：コップＡの容量は、コップＢの容量の 倍

例：コップＢの容量は、コップＡの容量の２倍

③比ａ：ｂとｃ：ｄが等しいことを表す等式ａ：ｂ＝ｃ：ｄを、比例式という。

例：１：２＝３：６

④比例式の性質 ａ：ｂ＝ｃ：ｄのとき、ａｄ＝ｂｃとなる。

例：１×６＝２×３ 覚え方：外項の積＝内項の積

第３章 方程式 （５）比例式

比例式とは

基本問題

応用問題

b
a

2
1

次の比例式について x の値を求めなさい。

(1) x : 6 = 3 : 2

(2) (x + 1) : 2 = 6 : 4

次の比例式について x の値を求めなさい。

(1) x : 4 = (3 + x) : 6

(2) 3x : 5 = 9 : 3

(3) (0.2x + 1) : 7 = 8 : 10  
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第３章 方程式 （６）解から別の文字の値を求める問題

基本問題

応用問題

Memo

次の x についての方程式の解が［　］の中の値のとき、

a の値を求めなさい。

(1) 2x -a = 4x + a      [-3]

(2) 2ax - 8 = 6x - a   [2]

次の x についての2つの方程式の解が等しいとき、

a の値を求めなさい。

　　　　 x - 6 = 5x + 2　・・・①

　　　　4(x - 5) + 3a = a + 2x 　　・・・②
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第３章 方程式 （７）代金に関する問題

１次方程式の利用

基本問題

応用問題

例題：１個６０円のみかんと、１個１００円のりんごを合わせて

８個買ったら、代金の合計が７２０円になった。みかんとりんご
は、それぞれ何個買ったか。

解くための手順

①求める数量を文字にする。

②等しい数量を等式で表す。

③方程式を解く。

④最後に検算する。

答え：みかん２個 りんご６個

答案に書かなくてよい

みかん x 個　りんご8 - x 個
みかんの代金＋リンゴの代金＝720円

60x + 100(8 - x) = 720

60x + 800 - 100x = 720
-40 x = -80

x = 2

60 × 2 + 100 × 6 = 720

１個８０円のみかんと１個１２０円のりんごを合わせて２０個買ったら、代金が１９６０円となっ

た。このとき、りんごは何個買ったか。

１個４５０円のケーキと、１個１１０円のプリンを合わせて１０個買って、代金の合計を２８００

円にしようと思います。このとき、ケーキとプリンをそれぞれ何個ずつ買えばよいでしょうか。
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第３章 方程式 （８）増減に関する問題

基本問題

応用問題

Memo

Ａさんは２０００円、Ｂくんは１２００円持っている。

２人とも同じケーキを１個ずつ買ったところ、Ａさんの残金は、Ｂくんの残金の２倍になった。

ケーキ１個の代金を求めなさい。

兄は８４００円、弟は６８００円の貯金を持っている。来月から、兄は毎月１００円、弟は毎月

７００円ずつを貯金をすることにした。このとき、弟の貯金が兄の貯金のちょうど２倍となるの

は、何ヶ月後になるかを求めなさい。ただし、貯金の利息は考えないこととする。
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第３章 方程式 （９）過不足・分配に関する問題

基本問題

応用問題

Memo

あめ玉を何人かの子どもに配るのに、１人３個ずつわけると、５個足らないので、１人２個ず

つ分けることにしたら、４個余る。このとき、子どもの人数とあめ玉の個数を求めなさい。

長さが２２０ｃｍのひもがあります。このひもを大中小の３本に切り分けたいと考えています。

大は、中より２５ｃｍ長く、中は小より１５ｃｍ長くしたいと思います。

大中小のひもの長さを求めなさい。
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第３章 方程式 （１０）整数に関する問題

基本問題

応用問題

Memo

連続する３つの整数がある。その整数のうち、最小の数を５倍すると、残りの２つの整数の

和の２倍に等しくなる。この連続する３つの整数を求めなさい。

一の位の数が６である２けたの整数がある。この整数の一の位と十の位の数を入れ替える

と、もとの整数より２７小さくなる。このとき、もとの整数を求めなさい。
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第３章 方程式 （１１）速さに関する問題

基本問題

応用問題

Memo

妹が７００ｍ離れた学校に向かって家を出た。その５分後に、兄が走って同じ道を追いかけ

た。妹の歩く速さは毎分６０ｍであるとし、兄の走る速さは毎分１６０ｍであるとする。

このとき、兄は、出発してから、何分後に妹に追いつくか。

Aさんが家から駅まで行くのに、歩いていく場合と自転車で行く場合を比べると、自転車で行

く場合の方が、歩いていく場合よりも５分早く着く。自転車で行く場合の速さを分速２１０ｍ、

歩いて行く場合の速さを分速７０ｍであるとして、Ａさんの家から駅までの道のりを求めなさ

い。
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第３章 方程式 （１２）比例式に関する問題

基本問題

応用問題

黒玉が１２個、白玉が２７個入っている箱に、黒玉を何個か入れたところ、箱の中の黒玉と

白玉の比は、５：９になった。

このとき、黒玉を何個入れたか求めなさい。

貯水そうに一定の割合で給水する３本の給水管Ａ，Ｂ，Ｃがあります。Ａは、毎時２０ｍ3の割

合で給水します。Ｂの給水速度とＣの給水速度の比は、２：１であり、Ｂだけを使って給水す

ると、貯水そうは、２時間で満水になります。また、満水にするのに、ＢとＣを同時に使うと、Ａ

とＢを同時に使った場合の２倍の時間がかかります。

この場合、以下に答えなさい。

（１）給水管Ｃは、毎時何ｍ3で給水しますか。

（２）最初に２本の給水管Ａ，Ｂを同時に使って貯水そうに給水を始めました。給水を始めて

から、何分後かに、Ｂだけを止めて、ＡとＣによる給水に切り替えたところ、給水を始めて４５

分後に満水になりました。何分後にＢだけを止めたか求めなさい。
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第４章 比例と反比例 （１）関数

関数とは

基本問題

応用問題

１ ２ ３
変数

周の長さが２８ｃｍの長方形の縦の長さが x (cm)のときの横の長さを y (cm)とする。この

とき、次の問いに答えよ。

（１） y は、 x の関数といえるかどうか。

（２） x の変域を不等式で表しなさい。

（３） y の変域を不等式で表しなさい。

１．１８０リットル入る風呂に、水がいっぱいになるまで、毎分６リットルの割合で水を入れる

とする。 x 分後の水の量を y リットルとして、次の問いに答えなさい。

（１） y をx の式で表しなさい。

（２） x の変域を不等号を使って表しなさい。

（３） y の変域を不等号を使って表しなさい。

２．変数 x , y が次の範囲の値をとるとき、 x  , y の変域を不等号を使って表すと共に、数直

線上に表しなさい。

（１） x は、３以上８未満　　　　　　　　　　　　　　　　　（２） y は、－４より大きく９以下

x （分）

y （Ｌ）

水道から毎分４リットルの水が出るとする。

この水道で、お風呂に水をためるとした場合、 x 分後にたまる水の量 y リットルは、どのよう

に決めることができるか。

① x の値が決まると、それに対応して y の値が決まるとき、 y は x の関数であるという。

②いろいろな値をとる文字を変数（例： x や y ）という。

③変数がとることができる値の範囲を変域という。

第４章　比例と反比例
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第４章 比例と反比例 （２）比例を表す式

比例を表す式

基本問題

Memo

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

４ ８ １２ １６ ２０ ２４ ２８ ３２

　上記は、毎分４リットルで水そうに水をためるときの時間 x （分）とたまった水の量 y （Ｌ）の

関係を示す表である。 x と y の間には、どのような関係式が成立するか。

この場合、 y と x との間には、 y = 4x の関係が成立

① y が x の関数で、 x と y の関係が y=ax と表されるとき、 y は x に比例するという。

②比例の式 y=ax で、 a を比例定数という。

③一定の数やそれを表す文字のことを定数という。

④ x ≠ 0とき、商
x
y

の値は、一定であり、比例定数に等しい。

x （分）

y （Ｌ）

y は x に比例し、 x = 3のとき、 y = -18である。

このとき、 y をx の式で表しなさい。

また、 x = 5のときの y の値を求めなさい。
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応用問題

第４章 比例と反比例 （２）比例を表す式

-5 2 11

-10 -40

Memo

x

y

１． y が x に比例するとき、次のそれぞれの場合について、 y をx の式で表しなさい。

(1) x = 
3
1

 のとき　 y = -1

(2) x = -6 のとき y = -3

２．下の表は、 y が x に比例する関係を示したものである。表の空欄を埋めなさい。
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第４章 比例と反比例 （３）座標

グラフの見方

基本問題

応用問題

座標軸

５Ｏ

５

－５

－５

Ａ

ＢＣ

Ｄ

Ｏ

10

10

-10

-10

５Ｏ

５

－５

－５

－３

４

x

y座標平面上の

点の位置は、

数の組(p , q)で表す。

点(-3 , 4)

点(p , q)の

p をx 座標

q を y 座標

という (-3 , 4)

x 座標 y 座標

y 軸

x 軸原点

x

y

x

y

右の図で、点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの座標を求めなさい。

座標平面上に、座標が次のような点をかき入れなさい。

A (10 , 9)

B (7 , 0)

C (0 , 6)

D (-3 , 0)

E (-6 , 7)

F (-8 , -4)

G (0 , -6)

H (10 , -7)

I (0, 0)
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第４章 比例と反比例 （４）比例のグラフ

比例のグラフ

比例のグラフ

比例のグラフの式の求め方

５Ｏ

５

－５

－５

５Ｏ

５

－５

－５

x

y

x

yy = ax のグラフは、原点と原点以外のもう一点を通る

例： y = -4x のグラフ

x = 1のとき、 y = -4であるから、

y = -4x のグラフは、(1 , -4)

を通る。

よって、原点(0 , 0)と(1 , -4)

を通る直線を引く。

y = ax
y = ax

x x

y y

a > 0のとき

右上がりのグラフ

x が増加すると、 y も増加する。

a < 0のとき

右下がりのグラフ

x が増加すると、 y は減少する。

下記のグラフの比例の式を求めよ。

　グラフは、点(1 , -4)

を通るから、 y = ax に

x = 1 ,  y = -4を代入して、

-4 = a × 1

a = -4

よって、式は、 y = -4x 　・・・答

第４章　比例と反比例
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１．次のグラフをかきなさい。

(1) y = 5x

(2) y = 
2
3

x

(3) y = - 
4
3

x

２．上記の（１）の比例の関係について x が１ずつ増加すると、 y はどれだけどのように変化

するか答えよ。

３．上記の（２）の比例の関係について x が２ずつ増加すると、 y はどれだけどのように変化

するか答えよ。

第４章 比例と反比例 （４）比例のグラフ

基本問題

応用問題

５Ｏ

５

－５

－５

Ｏ

10

10

-10

-10

次のグラフをかきなさい。

(1) y = 3x

(2) y = -2x

x

y

x

y
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第４章 比例と反比例 （５）反比例

反比例

反比例

反比例を表す式

１

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

８ ４ 2.66
・・・

２ 1.6 1.33
・・・

1.14
・・・

１ 0.88
・・・

y = 
x

8

例題：面積が8cm2の長方形の縦をx(cm)、横を y(cm)とする。

この場合、 x と y の関係はどうなるか。

縦×横＝面積であるので、 x × y = 8となる。

よって、 y = 
x

8
 の関係が成立する。

x(cm)

y(cm)

例題：面積が8cm2の長方形の縦をx(cm)、横を y(cm)とする。

この場合、 x と y の関係はどうなるか。

縦×横＝面積であるので、 x × y = 8となる。

よって、 y = 
x

8
 の関係が成立する。

x(cm)

y(cm)

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

８ ４ 2.66
・・・

２ 1.6 1.33
・・・

1.14
・・・

１ 0.88
・・・

x(cm)

y(cm)

① y が x の関数で、 x と y の関係が y = 
x
a

と表されるとき、 y は x に反比例するという。

② a を比例定数という。

③ xy の値は、一定となり、比例定数 a に等しい。

④ x の値を２倍、３倍、・・・とすると、ｙの値は、
2
1

倍、
3
1

倍、・・・・となる。
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第４章 比例と反比例 （５）反比例

基本問題

応用問題

（１） y は、 x に反比例し、 x = 3のとき y = 8である。

y をx の式で表しなさい。

（２） y は、 x に反比例し、 x = -5のとき y = 6である。

y をx の式で表しなさい。

y は、 x に反比例し、 x=
5
6
のとき、 y=-30である。

このとき、以下の問いに答えなさい。

（１） y をx の式で表しなさい。

（２） x = 12のとき、 y の値を求めなさい。

（３） y = 72 のとき、 x の値を求めなさい。
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第４章 比例と反比例 （６）反比例のグラフ

反比例のグラフのかき方

反比例のグラフのかき方

反比例のグラフの特徴

・・・ -12 -11 -10 -9 -8 -7 -6 -5 -4 -3 -2 -1 0

・・・ -1
-1.0
・・・

-1.2
-1.3
・・・

-1.5
-1.7
・・・

-2 -2.4 -3 -4 -6 -12

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 ・・・

12 6 4 3 2.4 2
1.7
・・・

1.5
1.3
・・・

1.2
1.0
・・・

1 ・・・

整数になる座標や割り切れて分かりやすい座標を参考に、グラフをかく。

Ｏ

10

10

-10

-10

y = 12/x y = -12/x

② ａ＞０のとき ③ ａ＜０のとき

Ⅱ Ⅰ

Ⅲ Ⅳ

Ⅱ Ⅰ

Ⅲ Ⅳ

ⅠとⅢの範囲になる ⅡとⅣの範囲になる

軸に近づく

軸に近づく

y = 
x

12
について、 x , y の対応表を書くと、以下のようになる。

x

y

x

y

x

y

①　 y = 
x
a

のグラフを、双曲線という。　なめらかな２つの曲線になる。

x

y

x

y y

y

x

第４章　比例と反比例

58



基本問題

第４章 比例と反比例 （６）反比例のグラフ

応用問題

（１）

（２）
（１）

（２）

次の反比例の関係を表すグラフをかきなさい。

(1) y = - 
x

6

(2) y = 
x

10

右の（１），（２）は、反比例のグラフである。

（１），（２）について、 y をx の式で表しなさい。

x

y

x

y
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基本問題

第４章 比例と反比例 （７）比例と反比例のグラフ

応用問題

右の図のように、比例ｙ＝２ｘのグラフと反比例

y = 
x
a

のグラフが点Ａで交わっている。

点Ａの x 座標が４であるとき、 a の値を求めよ。

右の図のように、比例 y = -
3
1

x のグラフと

反比例 y = 
x
a

のグラフが点Ａで交わっている。

点Ａの y 座標が－５であるとき、 a の値を求めよ。

x

y

x

y

4

A

-5
A

第４章　比例と反比例

60



第４章 比例と反比例 （８）比例の利用

基本問題

応用問題

釘１０本の重さを計ったら、４０グラムであった。

このとき、３２０本の釘の重さを求めなさい。

時速１８０ｋｍの一定の速さで走る特急電車があるとする。

このとき、以下の問いに答えなさい。

（１）この特急電車が１０５ｋｍ進むのに何分かかるか。

（２）この特急電車が２５分走ると、何ｋｍ進むことになるか。

なお、この特急列車は、一定の速さで走り続けているものとする。
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第４章 比例と反比例 （９）反比例の利用

基本問題

ちなみにグラフで見てみると・・・

x

y

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

22

24

26

28

30
y = 100/x

毎分５リットルずつ水を入れると２０分でいっぱいになるお風呂があるとする。

このお風呂に、毎分４リットルずつ水を入れるとすると、何分でいっぱいになるか。

x

y
y = 

x

100
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第４章 比例と反比例 （９）反比例の利用

応用問題

Ｍｅｍｏ

歯車ＡとＢがかみ合っているとする。歯車Ａの歯数は２１であり、毎秒８回転している。

このとき、以下の問いに答えなさい。

（１）歯車Ｂの歯数と歯車Ｂの毎秒の回転数との関係式を求めなさい。

（２）歯車Ｂの歯数が１４であるとする。このとき、歯車Ｂは、毎秒何回転するか。

（３）歯車Ｂを毎秒６回転させたい場合、歯車Ｂの歯数をいくつにすればよいか。
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第４章 比例と反比例 （１０）動点に関する問題

基本問題

応用問題

Ａ

Ｂ
Ｐ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ
Ｐ

Ｃ

Ｄ

y (cm2)

x (cm)

右の図のような１辺が１０ｃｍの正方形ＡＢＣＤの辺ＢＣ上に点Ｐがある。

線分ＢＰの長さをx (cm)とし、三角形ＡＢＰの面積を y (cm2)とする。

このとき、 y をx の式で表しなさい。

y (cm2)

x (cm)

縦が６ｃｍ、横が１３ｃｍの長方形ABCDがある。

辺BC上に点Pがあり、線分BPの長さをx (cm)とし、

三角形ABPの面積を y (cm2)とする。

次の問に答えなさい。

（１） y をx の式で表しなさい。

（２） x の変域を求めなさい。

（３） y の変域を求めなさい。

（４）三角形ABPの面積が27 (cm2)となるときの線分BPの長さを求めなさい。
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兄

妹

兄

妹

第４章 比例と反比例 （１１）比例のグラフの利用

基本問題

応用問題

右のグラフは、兄と妹が同時に家を出て、同

じ道を進んだとしたときの x 分後に進んだ道

のり y (m)の関係を示すグラフである。

このとき、兄と妹が245 m 離れるのは、出発

してから何分後か答えなさい。

y (m)

x （分）

y (m)

x （分）

右のグラフは、兄と妹が同時に家を出て、同

じ道を進んだとしたときの x 分後に進んだ道

のり y (m)の関係を示すグラフである。

妹は、毎分４０ｍで進んでいるとし、１２分後

に、兄と妹は、６００ｍ離れたとする。

（１）兄のグラフの式を求めなさい。

（２）７分後に、兄は何ｍ進んだことになるか。
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第４章 比例と反比例 （１２）比例のグラフと三角形

基本問題

応用問題

比例 y = 2x のグラフ上に、右の図のように、点Aがある。

点B(8 , 0)と、原点O と、点A とを結んだ△AOB の面積が16 cm2であるとする。

このとき、点A の座標を求めなさい。

x

y y = 2x

B(8 , 0)

A

図のように、ある比例 y = ax と、

反比例 y = 
x

18
 との交点をAとする。

点B（０，１４）をとり、原点Oと点A,Bとによる

三角形AOBの面積が４２ｃｍ２であるとき、

この比例 y = ax 　の式を求めよ。

A

B(0 , 14)

x

y

第４章　比例と反比例
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第５章 平面図形 （１）直線と角、垂直と平行

直線

角

垂直と垂線

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

直線：両方に無限にまっすぐ伸びた線
２点Ａ，Ｂを通る直線を直線ＡＢと表す。

直線ＡＢのうち、点Ａから点Ｂまでを
線分ＡＢという。

直線ＡＢのうち、点Ａから点Ｂの方向に
無限に伸びた部分を半直線ＡＢという。

線分ＡＢの長さを２点Ａ，Ｂ間の距離という。

直線ＡＢ

線分ＡＢ

半直線ＡＢ

Ａ

Ｂ Ｃ

ｂ

頂点

上図のような角を∠ＡＢＣと表す。
角ＡＢＣと読む。
∠Ｂや、∠ｂと表すこともある。

二つの∠ＡＢＣと∠ＡＣＢが等しいとき、
∠ＡＢＣ＝∠ＡＣＢと表す。

Ａ

Ｂ Ｃ

三角形

上図のような三角形を△ＡＢＣと表す。
三角形ＡＢＣと読む。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

上図のように、２直線ＡＣ，ＢＤが交わって
できた角が直角であるとき、ＡＣとＢＤは垂直
であるといい、ＡＣ⊥ＢＤと表す。
このとき、一方を他方の垂線という。

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｈ

点Ｃから直線ＡＢに垂線を引いた場合、
直線ＡＢと垂線の交点をＨとする。
このとき、線分ＣＨの長さを、
点Ｃと直線ＡＢとの距離という。
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第５章 平面図形 （１）直線と角、垂直と平行

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

平行

基本問題

応用問題

直線ＡＢ，ＣＤが交わらないとき、
ＡＢとＣＤは平行であるという。
ＡＢ//ＣＤと表す。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

平行な直線の間の距離は、一定である。
この一定の距離を平行な２直線間の距離
という。

１．四角形ＡＢＣＤについて、次の問いに答えなさい。

Ｂ

Ａ Ｄ

Ｃ

（１）①の角を記号を使って表せ。
（２）図中の三角形を記号を使って表せ。
（３）平行な辺を記号を使って表せ。
（４）（３）で求めた平行な辺の距離は、どれと等しいか。 ①

１．右の図で、①，②の角を文字Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄを使って表しなさい。

２．右の長方形ＡＢＣＤについて、以下の二つの辺は、垂直か平
行か、記号を使って表しなさい。

（１）辺ＡＢと辺ＢＣ

（２）辺ＡＤと辺ＢＣ

（３）辺ＣＤと辺ＡＢ

（４）辺ＡＤと辺ＤＣ

３．右の方眼紙の点Ａ～Ｄのうちで、直線ｘまでの距離が最も短
い点と、最も長い点を求めよ。

また、最も短い点を通り、かつ直線ｙに平行な直線を引きなさ
い。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
①

②

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

ｘ

ｙ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
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第５章 平面図形 （２）平行移動

移動

基本問題

応用問題

Ａ

Ｂ

Ｃ
Ａ’

Ｂ’
Ｃ’

図形の形と大きさを変えずに他に位置に動か
すことを移動という。

平行移動

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ’

Ｂ’

Ｃ’

図形を一定の方向に、一定の長さだけ
ずらして、その図形を写すことを平行移動
という。

以下の位置関係が成立
ＡＡ’∥ＢＢ’∥ＣＣ’
ＡＡ’＝ＢＢ’＝ＣＣ’

①図形の形と大きさを変えずに他の位置に動かすことを（ ）という。

②図形を一定の方向に、一定の長さだけずらして、その図形を写すことを（ ）という。

③右の図は、△ＡＢＣを平行移動したときの図である。

線分ＡＡ’，ＢＢ’，ＣＣ’について、成立する位置関係を記載しなさい。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ’

Ｂ’

Ｃ’

右の図の四角形ＡＢＣＤを、矢印ＰＱの方向
に、線分ＰＱの長さだけ平行移動させたとき
の四角形Ａ’Ｂ’Ｃ’Ｄ’をかき、次の問いに
答えなさい。
（１）線分ＢＣと平行な線分はどれか。

（２）線分ＰＱと平行な線分はどれか。

（３）∠ＡＤＣと大きさの等しい角はどれか。

（４）線分ＰＱの長さと等しい線分はどれか。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｐ

Ｑ
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第５章 平面図形 （３）回転移動・点対称移動

回転移動

基本問題

応用問題

点対称移動

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｏ

Ａ’

Ｂ’

Ｃ’

図形を１つの点Ｏを中心として、
一定の角度だけ回すことを、回転移動という。
点Ｏを回転の中心という。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｏ Ｃ’

Ｂ’

Ａ’

180°

回転移動のうち、180°の回転移動を
点対称移動という。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｏ

Ａ’

Ｂ’

Ｃ’

①図形を一つの点Oを中心として、一定の角度だけ回すことを（ ）という。

②点Oを（ ）という。

③図形を一つの点Oを中心として、１８０°回すことを（ ）という。

④右の図は、△ＡＢＣを回転移動したときの図である。

∠AOA’，∠ＢＯＢ’，∠ＣＯＣ’，

線分ＡＯ，Ａ’ Ｏ，ＢＯ，Ｂ’Ｏ，ＣＯ，Ｃ’Ｏについて、

成立する関係を記載しなさい。

（１）右の図の△ＡＢＣを、点Ｏを回転の中心として、
点対称移動させたときの△Ａ’Ｂ’Ｃ’をかきなさい。
また、線分ＡＯ，Ａ’Ｏ，ＢＯ，Ｂ’Ｏ，ＣＯ，Ｃ’Ｏの長
さの関係を表しなさい。

（２）右の図の△ＡＢＣを、点Ｏを回転の中心として、
時計回りに９０°回転移動させたときの△Ａ’Ｂ’Ｃ’
をかきなさい。

Ａ

Ｂ

Ｃ
Ｏ
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第５章 平面図形 （４）対称移動

対称移動

基本問題

応用問題

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ’

Ｂ’

Ｃ’

ℓ

１つの直線ℓを折り目として、
折り返すことを対称移動という。
折り目とした直線ℓを対称の軸という。

下の図は、△ＡＢＣを直線ℓを対称の軸として対称移動させたときの図である。

①線分ＡＡ’，ＢＢ’，ＣＣ’と直線ℓについて、成立する関係を記載しなさい。

②線分ＡＤ，Ａ’Ｄ，ＢＥ，Ｂ’Ｅ，ＣＦ，Ｃ’Ｆについて成立する関係を記載しなさい。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ’

Ｂ’

Ｃ’

ℓ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

右の図の四角形ＡＢＣＤを直線Ｌを対称の軸
として、対称移動させた四角形Ａ’Ｂ’Ｃ’Ｄ’を
かきなさい。

Ｌ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
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第５章 平面図形 （５）対称な図形

線対称

点対称

基本問題

①線対称な図形

１つの直線を折り目として折ったときに、

折り目の両端が重なる図形。

②対称の軸

折り目にした直線のこと。

③特徴

対応する点を結ぶ線分は、

対称の軸で、垂直に２等分される。

対称の軸

①点対称な図形

一点Ｏを中心として、１８０°回転させたとき

に、元の図形と重なる図形。

②対称の中心

回転の中心となる点。

③特徴

対応する点を結ぶ線分は、対称の中心を通

り、対称の中心によって、２等分される。

Ｏ

対称の中心

右の図は、線対称な図形である。

（１）対称の軸を図にかきなさい。

（２）点Ｃに対応する点はどれか。

（３）線分ＢＣと等しい長さの辺はどれか。

（４）∠Ａと等しい大きさの角はどれか。

（５）点Ｍに対応する点Ｎを図にかきなさい。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｌ

Ｍ
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第５章 平面図形 （５）対称な図形

１．右の図は、点対称な図形である。

（１）対称の中心Ｏを図にかきなさい。

（２）点Ｃに対応する点はどれか。

（３）点Ｉに対応する点Jを図にかきなさい。

２．右の図について、次の図形を書きなさい。

（１）直線Ｌを対称の軸としたときの残りの半分の図形
（完成後の図形は線対称になる）

（２）点Ｏを対称の中心としたときの残りの半分の図形
（完成後の図形は点対称になる）

応用問題
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
Ｉ

Ｌ

Ｏ

解答欄

Ｌ

Ｏ

Ｌ

Ｏ

２（１）

２（２）
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第５章 平面図形 （６）垂直二等分線

垂直二等分線

基本問題

応用問題

Ａ Ｂ

中点

垂直二等分線

線分の両端から距離が等しい線分上の点を、
その線分の中点という。
線分の中点を通り、その線分と垂直に
交わる直線を、その線分の垂直二等分線という。

Ａ Ｂ

中点

垂直二等分線

点Ａ，Ｂからの距離が
等しい点は、垂直二
等分線上にある。

下の図において、線分ＡＢの垂直二等分線を作図しなさい。
また、線分ＡＢの中点Ｍをかきなさい。

ＢＡ

下の△ＡＢＣで、辺ＡＢの垂直二等分線を作図して求めなさい。
また、その垂直二等分線と辺ＢＣとの交点Ｄを求めなさい。

Ａ

Ｂ Ｃ
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第５章 平面図形 （７）角の二等分線

基本問題

角の二等分線の特徴

応用問題

下の図において、∠ＡＢＣの二等分線を作図しなさい。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ａ

Ｂ Ｃ

二辺ＡＢ，ＢＣからの距離
が等しい点は、∠ＡＢＣの
二等分線上にある。

下の△ＡＢＣについて、辺ＡＢ，ＡＣ，ＣＢまでの距離が等しい点Ｄを求めなさい。

Ａ

Ｂ Ｃ
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第５章 平面図形 （８）直線上の点を通る垂線

基本問題

応用問題

Ｘ Ｙ

下の図において、点Ｐを通る直線ＸＹの垂線を作図しなさい。

Ｐ

下の△ＡＢＣについて、点Ｂを通り、辺ＡＢに垂直な直線を
作図し、その直線と辺ＡＣとの交点Ｄを求めなさい。

Ａ

Ｂ
Ｃ
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第５章 平面図形 （９）直線上にない点から直線への垂線

基本問題１

応用問題

下の図において、点Ｑを通る直線ＸＹの
垂線を作図しなさい。

Ｘ Ｙ

Ｑ

基本問題２

下の図の△ＡＢＣについて、辺ＢＣを底辺とす
る高さＡＨを作図しなさい。

Ａ

Ｂ Ｃ

次の大きさの角を作図しなさい。
１）４５°

２）１３５°

３）３０°

４）１６５°
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第５章 平面図形 （１０）円と接線

円と接線

基本問題

応用問題

中心Ｏは、円周上の
どの点からも等しい距
離にある。

弦ＡＢ
Ａ

Ｂ

弧ＡＢ ＡＢ

Ｏ

半径

接線

接点

弧ＡＢの中心角

と書く。

下の図のように、点Ａ，Ｂ，Ｃを通る円がある。
この円の中心Ｏを作図しなさい。

Ａ

Ｂ

Ｃ

下の図の∠ＡＢＣの辺ＢＣ上の点Ｄで接し、かつ、辺ＡＢに接する円Ｏを作図しなさい。

Ａ

Ｂ Ｃ
Ｄ
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第５章 平面図形 （１１）おうぎ形の弧の長さと面積

おうぎ形

半径ｒ

半径ｒ

中心角ａ°

弧の長さℓ

面積Ｓ

l = 2 r ×
360

a

S =  r 2 ×
360

a

S =  r 2 × 
360

a

   = 
2
1

 × (2 r × 
360

a
 ) × r  

   = 
2
1

 l r

円と接線

基本問題

おうぎ形の別な公式

おうぎ形の弧の長さℓ
→中心角に比例

おうぎ形の面積Ｓ
→中心角に比例

１．右の図のようなおうぎ形の弧の長さと面積を求めなさい。

２．右の図のようなおうぎ形の中心角の大きさを求めなさい。

３．半径６ｃｍ、面積１２πｃｍ2のおうぎ形の中心角の大きさを求めなさい。

210°

12cm

4πcm

9cm

※１～３について、円周率はπとする。
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第５章 平面図形 （１１）おうぎ形の弧の長さと面積

応用問題

解答欄

下の図は、一辺が６ｃｍの正方形ＡＢＣＤの中に、頂点Ａ，Ｃを中心として、一辺の長さを半径
とするおうぎ形を２つかいたものである。このとき、以下の問いに答えなさい。なお、円周率は、
πとする。
（１）灰色の部分の面積を求めなさい。
（２）灰色の部分の周の長さを求めなさい。

6cm

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
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第６章 空間図形 （１）いろいろな立体

いろいろな立体（角柱・円柱・角錐・円錐）

いろいろな立体（多面体）

いろいろな立体（正多面体）

三角柱 四角柱 円柱

三角錐 四角錐 円錐

底面が三角形→三角柱
四角形→四角柱
・・・ →角柱という
円形→円柱

底面が正三角形→正三角柱
正方形→正四角柱
・・・

底面が三角形→三角錘
四角形→四角錘
・・・ →角錐という
円形→円錘

側面

底面

側面

底面

頂点

側面

側面

底面

底面

頂点

底面 底面

頂点

頂点

頂点

四面体 五面体 六面体

多面体：いくつかの平面で囲まれた立体
面の数に応じて、四面体、五面体、六面体、・・・という

正四面体 正六面体（立方体） 正八面体

正十二面体 正二十面体

正多面体：
①全ての面が合同な正多角形で、
②どの頂点に集まる面の数も等しく、
③へこみのない多面体のこと。
正多面体には、上記の５種類がある。
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第６章 空間図形 （１）いろいろな立体

いろいろな立体（正三角錐・正四角錐・・・）

基本問題

応用問題

①底面が正三角形、正方形、・・・・で、
②側面が全て合同な二等辺三角形である角錐を
正三角錐、正四角錐、・・・・という。

正三角錐 正四角錐

正三角形 正方形

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

底面の形

底面の数

側面の形

側面の数

Ａの名前

下の立体について、次の表をうめよ。
また、立体Ａ，Ｂの名前を、角柱又は角錐の用語を使って答えなさい。

Ｂの名前

下の表は、立体についてまとめた表である。
空らんに当てはまる数や用語をうめなさい。
なお、ｎは、自然数であるものとし、ｎ角柱とｎ角錐については、ｎを使って答えなさい。

三角柱 四角柱 ｎ角柱 三角錐 四角錐 ｎ角錐

底面の形

側面の形

底面の数

辺の数

側面の数

面の数

頂点の数
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第６章 空間図形 （２）二直線の位置関係

平面について

空間内の２直線の位置関係

基本問題

２点Ａ，Ｂを含む平面は、空間上に無限にある。
直線ＡＢ上にない点Ｃを通る平面は、１つしかない。
このように、
①同じ直線上にない３点を通る平面は１つしかない。

A

B

C

②交わる２直線を通る平面も１つしかない。

③平行な２直線を通る平面も１つしかない。

ℓ

m

ℓ
m

m

ℓ

同
一
平
面
上
に
あ
る

交
わ
ら
な
い

①同一平面上にあって、交わるとき
＝「交わる」という。

②同一平面上にあって、平行なとき
＝「平行である」という。

③同一平面上になくて、交わらないとき
＝「ねじれの位置にある」という。

下の直方体について、次の問いに答えよ。
（１）辺ＡＢと交わる辺はどれか。
（２）辺ＡＢと平行な辺はどれか。
（３）辺ＡＢとねじれの位置にある辺はどれか。

A

B

C

D

E

F

G

H
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第６章 空間図形 （２）二直線の位置関係

応用問題

応用問題

１．図１に示す三角柱について、以下の問いに答えよ。
（１）辺ＣＤと平行な辺はどれか。
（２）辺ＥＣと垂直に交わる辺はどれか。
（３）辺ＢＥとねじれの位置にある辺はどれか。

２．図２に示す五角錐について、以下の問いに答えよ。
（１）辺ＥＦとねじれの位置にある辺はどれか。
（２）辺ＡＣとねじれの位置にある辺はどれか。

A

B
C

D

E

F

A

B

C D

EF

図１

図２
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第６章 空間図形 （３）直線と平面の位置関係

直線と平面の位置関係

直線と平面の位置関係

点と平面の距離

ℓ

Ｐ

直線ℓは平面Ｐ上にある。

Ｐ

ℓ

直線ℓは平面Ｐと点Ａで交わる。

Ａ

Ｐ

ℓ

直線ℓと平面Ｐは平行である。

ℓ //Ｐ

直線ℓと平面Ｐが垂直であることを確かめるには ・・・

交点Ａを通る平面Ｐ上の２つの直線と直線ℓが垂直
であることを確かめればよい。

直線ℓと平面Ｐの交点をＡとし、
点Ａを通る平面Ｐ上の全ての直線
と直線ℓが垂直である

→「直線ℓと平面Ｐは垂直である」という。
直線ℓは、平面Ｐの垂線

Ｐ
Ａ

ℓ

Ｐ

Ａ

Ｈ

点Ａから平面Ｐに垂線を引き、平
面Ｐとの交点をＨとする。

線分ＡＨの長さを、点Ａと平面Ｐ
との距離という。

このとき、線分ＡＨは、点Ａと平
面Ｐ上の点をと結ぶ線分のうち、
最短の線分である。

ＡＨ⊥Ｐ
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第６章 空間図形 （３）直線と平面の位置関係

基本問題

応用問題

下の直方体について、次の問いに答えよ。
（１）面ＡＢＣＤと垂直な辺はどれか。

（２）面ＡＢＣＤと平行な辺はどれか。

（３）辺ＥＦと垂直な面はどれか。

（４）辺ＥＦと平行な面はどれか。

A

B

C

D

E

F

G

H

下図に示す三角柱について、以下の問いに答えよ。
（１）面ＡＢＣＤと平行な辺はどれか。

（２）面ＡＤＦと垂直な辺はどれか。

（３）辺ＡＤと平行な面はどれか。

（４）辺ＣＤと垂直な面はどれか。

A

B
C

D

E

F
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第６章 空間図形 （４）２平面の位置関係

２平面の位置関係

角柱・円柱の高さ

角錐・円錐の高さ

P

Q

P
Q P

Q
ℓ

平面Ｐと平面Ｑ
は交わる。

平面Ｐと平面Ｑ
は平行である。

Ｐ//Ｑ

平面Ｐと平面Ｑ
は垂直である。

Ｐ⊥Ｑ
※平面Ｐと平面Ｑが交わっ
ていて、平面Ｑが平面Ｐに
垂直な直線ℓを含んでいる
場合。

底面上の点ともう一方の底面までの距離は全て等しい。
この距離を、角柱・円柱の高さという。

高さ 高さ

高さ

高さ

底面と頂点の距離を、角錐・円錐の高さという。

第６章　空間図形
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基本問題

応用問題

第６章 空間図形 （４）２平面の位置関係

下の直方体について、次の問いに答えよ。
（１）面ＡＢＣＤと垂直な面はどれか。

（２）面ＡＢＣＤと平行な面はどれか。

A

B

C

D

E

F

G

H

下図は、直方体を２つに切ってできた三角柱を示す。
以下の問いに答えよ。
（１）面ＢＣＥと平行な面はどれか。

（２）面ＡＤＦと垂直な面はどれか。

（３）面ＡＢＣＤと垂直な面はどれか。

（４）面ＡＢＥＦと交わる面はどれか。

（５）この三角柱の高さと同じ長さの辺は、どれか。

A

B

C

D

E

F
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第６章 空間図形 （５）立体の見方

面を平行に動かしてできる立体

面を回転させてできる立体

線を動かしてできる立体

①角柱や円柱は、底面がそれと垂直な方向に
移動してできた立体と考えることができる。

②底面の動いた後がその立体の側面になる。

③底面が動いた距離がその立体の高さになる。

高さ

高さ

①円柱、円錐、球のように、直線ℓを軸に、図形を１
回転させてできた立体を回転体という。
②ℓを回転の軸という。
③このとき一回りさせた線分を母線という。

ℓ：回転の軸

回転体

ℓ：回転の軸

回転体

ℓ：回転の軸

回転体

母線

A

B

A

B

線分ＡＢを垂直に立てた
まま多角形や円の周り
を一回りさせる。

この線分ＡＢも母線という。

第６章　空間図形
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１．次の図形をその面と垂直な方向に動かすとどのような立体になるか。
（１）平行四辺形 （２）円 （３）正六角形

２．次の立体を回転の軸を含む平面で切り取ると、どのような図形になるか。
（１）円柱 （２）円錐

３．次の立体を回転の軸に垂直な平面で切り取ると、どのような図形になるか。
（１）円柱 （２）円錐

４．次の立体は、どのような平面図形をその面と垂直な方向に移動させてできた立体であると
考えられるか。
（１）五角柱 （２）立方体 （３）円柱

第６章 空間図形 （５）立体の見方

基本問題

応用問題

次のような図形を直線ℓを軸として一回転させると、どのような図形になるか、その見取り図を
かきなさい。

ℓ ℓ ℓℓ ℓℓ

（１） （２） （３） （４） （５） （６）
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第６章 空間図形 （６）立体の投影図

立体の投影図

基本問題

応用問題

上記のような見取図の立体を
正面から見た図を立面図
真上から見た図を平面図
という

立面図

平面図

立面図と平面図をあわせて、
投影図という。
見える辺は、実線
見えない辺は、波線

（１） （２） （３） （４）

次の投影図は、どのような立体を表しているか答えなさい。

次の立体の投影図をかきなさい。
ただし、矢印の方向を正面とし、寸法の精度（せいど）は問わないこととする。

（１） （２） （３） （４）

三角柱 四角柱 正三角錐 正四角錐

第６章　空間図形
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第６章 空間図形 （６）立体の投影図

応用問題 解答欄

（１） （２）

（３） （４）

三角柱 四角柱

正三角錐 正四角錐
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第６章 空間図形 （７）立体の表面積

角柱の表面積 基本問題

円柱の表面積 基本問題

角錐の表面積 基本問題

下の三角柱の表面積を求めなさい。

5cm

4cm
3cm

5cm

下の円柱の表面積を求めなさい。

5cm

2cm

5cm

7cm

5cm

下の正四角錐の表面積を求めなさい。

第６章　空間図形
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第６章 空間図形 （７）立体の表面積

円錐の表面積 基本問題

応用問題 ＜解説の動画では、５つの解き方を勉強します＞

4cm

10cm

4cm

10cm

144°

下の円錐の表面積を求めなさい。

展開図

下の円錐の側面積を求めなさい。

3cm

12cm
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第６章 空間図形 （８）立体の体積

角柱の体積 基本問題

円柱の体積 基本問題

角錐の体積 基本問題

下の三角柱の体積を求めなさい。

3cm 4cm

7cm

下の円柱の体積を求めなさい。

4cm

6cm

下の正四角錐の体積を求めなさい。

6cm

5cm

5cm

第６章　空間図形
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第６章 空間図形 （８）立体の体積

円錐の体積 基本問題

応用問題

下の円錐の体積を求めなさい。

6cm

9cm

１．次の図の立体の体積を求めなさい。

（１） （２）
6cm

7cm

5cm

10cm
8cm

12cm

15cm

２．次の図の長方形ＡＢＣＤについて、辺ＣＤを軸として、一回転させてできる回転体の体積を求
めなさい。

３．次の図の直角三角形ＡＢＣについて、辺ＢＣを軸として、一回転させてできる回転体の体積を
求めなさい。

A

B C

D
3cm

7cm

A

B C

5cm

6cm
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第６章 空間図形 （９）球の体積・表面積

基本問題

応用問題

下の球の体積と表面積を求めなさい。

6cm

次の図は、半円ＡＢＤと直角三角形ＣＢＤを結合した図形である。
この図形を軸ℓを中心に一回転させたときにできる回転体の体積と表面積を求めよ。

ℓ

4cm

3cm

4cm

5cm

A

B

C

D

第６章　空間図形
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第７章 資料の活用 （１）度数分布表とヒストグラム

度数分布表

ヒストグラム

度数分布多角形

身長（ｃｍ） 人数（人）
以上 未満

145.0 ～ 150.0 1
150.0 ～ 155.0 2
155.0 ～ 160.0 4
160.0 ～ 165.0 8
165.0 ～ 170.0 10
170.0 ～ 175.0 5

計 30

下の表は、ある中学校のバレーボール部員の身長をまとめたものである。

①資料を整理するための１つ１つの区画を階級という。
②その区画の幅を、階級の幅という。

階級 度数

階級の幅：５ｃｍ

③各階級に入る資料の個数を、その階級の度数という。
④階級に応じて度数を整理した表を度数分布表という。

度数分布表は、下記のように、グラフに表すことができる。

①階級の幅を横、度数を縦とする長方形を並べて、
分布の様子を表したグラフを、ヒストグラムという。

度数分布表は、下記のように、グラフに表すことができる。

②ヒストグラムで、各長方形の上辺の中点を順に線分で
結んでできる折れ線グラフを、度数分布多角形（度数折れ線）という。

第７章　資料の活用
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身長（ｃｍ） 人数（人）
以上 未満

145.0 ～ 150.0 5
150.0 ～ 155.0 13
155.0 ～ 160.0 29
160.0 ～ 165.0 25
165.0 ～ 170.0 18
170.0 ～ 175.0 10

計 100

下の表は、ある中学校の男子１００人の身長を度数分布表にまとめたものである。
以下の問いに答えなさい。
（１）階級の幅は何ｃｍか。
（２）度数がもっとも大きいのはどの階級か。
（３）身長が１６０ｃｍ未満の人は何人いるか。

基本問題

応用問題

以下の数値は、ある中学校の１年男子２０名のハンドボール投げの記録である。
以下の問いに答えなさい。

（１）度数がもっとも小さい階級を４ｍ以上８ｍ未満とした下記の度数分布表を完成させなさい。

（２）ヒストグラムと度数分布多角形を下記のグラフにかきこみなさい。

7.2,8.4,9.7,12.0,13.0,13.5,13.9,14.2,15.0,15.6,15.8
17.4,17.5,18.1,19.3,23.2,23.3,25.9,25.9,26.8 （ｍ）

ハンドボール投げ
の記録（ｍ）

人数（人）

以上 未満

４～８

８～１２

１２～１６

１６～２０

２０～２４

２４～２８

計 ２０

第７章 資料の活用 （１）度数分布表とヒストグラム
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第７章 資料の活用 （２）相対度数

相対度数

下の表は、ある中学校の３年女子の身長をまとめたものである。

各階級の度数の、全体に対する割合を、その階級の相対度数という。

階級

度数

度数の合計

各階級の度数
相対度数＝

身長（ｃｍ） 人数（人） 相対度数
以上 未満
145.0 ～ 150.0 16 0.16 
150.0 ～ 155.0 30 0.30 
155.0 ～ 160.0 26 0.26 
160.0 ～ 165.0 20 0.20 
165.0 ～ 170.0 6 0.06 
170.0 ～ 175.0 2 0.02 

計 100 1.00 

下の表は、ある中学校の男子１００人の身長を度数分布表にまとめたものである。
相対度数を求めて、表を完成させなさい。

身長（ｃｍ） 人数（人） 相対度数
以上 未満
145.0 ～ 150.0 5
150.0 ～ 155.0 13
155.0 ～ 160.0 29
160.0 ～ 165.0 25
165.0 ～ 170.0 18
170.0 ～ 175.0 10

計 100

基本問題

第７章　資料の活用
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第７章 資料の活用 （２）相対度数

応用問題

以下の度数分布表は、ある中学校の１年男子の握力と３年男子の握力の測定結果を示すもの
である。
（１）この表の相対度数の空らん部分をうめて、表を完成させよ。
なお、小数点第３位以下は、四捨五入するものとする。

（２）下のグラフは、この表の度数分布多角形の一部をかいたものである。
この表の相対度数をうめたあと、度数分布多角形のグラフを完成させよ。

握力（ｋｇ）
１年生 ３年生

度数（人） 相対度数 度数（人） 相対度数
以上 未満

１５～２０ 2 0.04 0
２０～２５ 5 0.09 3
２５～３０ 9 0.16 4
３０～３５ 15 8
３５～４０ 13 12
４０～４５ 9 19
４５～５０ 3 11
５０～５５ 0 3

計 56 60

相対度数

（ｋｇ）

0.1

0.2

0
15 20 25 30 35 40 45 50 55

0.3
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第７章 資料の活用 （３）平均値

平均値

平均値

代表値

下の数値は、ある中学校の生徒２０名の通学時間である。

４，５，５，６，８，１２，１３，１３，１５，１９
６，６，９，１１，１４，１６，１９，２０，２１，２７ （分） 平均値＝

資料の個数の値の合計
資料の個数

通学時間の平均値を、全ての数値から求めると、

平均値＝

４＋５＋５＋６＋８＋１２＋１３＋１３＋１５＋１９＋
６＋６＋９＋１１＋１４＋１６＋１９＋２０＋２１＋２７ 

２０

＝
２４９
２０

＝１２．４５（分） ６０秒×０．４５＝２７秒

１２分２７秒

下の度数分布表は、ある中学校の生徒２０名の通学時間を調べた結果である。

通学時間（分）
階級値
（分）

度数
（人）

階級値×度数

以上 未満 － － －
０ ～ ５ ２．５ １ ２．５

５ ～ １０ ７．５ ７ ５２．５
１０ ～ １５ １２．５ ５ ６２．５
１５ ～ ２０ １７．５ ４ ７０
２０ ～ ２５ ２２．５ ２ ４５
２５ ～ ３０ ２７．５ １ ２７．５

合計 － ２０ ２６０

＜度数分布表から平均値を求める＞
（階級値×度数の合計）÷度数の合計＝２６０÷２０＝１３（分）

度数分布表で、各階級のまん中の値

計算する

下の度数分布表は、ある中学校の生徒２０名の通学時間を調べた結果である。

通学時間（分）
階級値
（分）

度数
（人）

階級値×度数

以上 未満 － － －
０ ～ ５ ２．５ １ ２．５

５ ～ １０ ７．５ ７ ５２．５
１０ ～ １５ １２．５ ５ ６２．５
１５ ～ ２０ １７．５ ４ ７０
２０ ～ ２５ ２２．５ ２ ４５
２５ ～ ３０ ２７．５ １ ２７．５

合計 － ２０ ２６０

＜代表値＞ 資料の分布の特徴を表す数値を、その資料の代表値という。
平均値は、代表値としてよく用いられる。

平均値１３分
・・・代表値として
用いることができる

全ての数値から求めた
平均値：１２．４５（分）

第７章　資料の活用
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第７章 資料の活用 （３）平均値

基本問題

応用問題

下の表は、ある月の３０日間の最低気温をまとめた度数分布表である。
（１）空らん部分をうめて、この度数分布表を完成させよ。

（２）度数分布表から、最低気温の平均値を求めよ。

最低気温（℃）
階級値
（℃）

度数
（日）

階級値×度数

以上 未満 － － －
０～２ ６
２～４ ９
４～６ １２
６～８ ３
合計 － ３０

下の表は、ある中学校の女子６０名の握力の測定結果を記録した度数分布表である。
（１）空らん部分をうめて、この度数分布表を完成させよ。

（２）度数分布表から、この中学校の女子の握力の平均値を求めよ。
小数点２位以下は、四捨五入せよ。

握力（ｋｇ） 階級値（ｋｇ） 度数（人） 階級値×度数

以上 未満 - - -

１５～２０ 7

２０～２５ 15

２５～３０ 16

３０～３５ 10

３５～４０ 7

４０～４５ 3

４５～５０ 1

５０～５５ 1

計 - 60
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第７章 資料の活用 （４）中央値・最頻値

代表値として使える平均値以外の値を考える→中央値・最頻値

中央値

最頻値

前回の復習（平均値）
全ての数値から求めた平均値：１２．４５（分）（１２分２７秒）
度数分布表から求めた平均値：１３（分）

下の数値は、ある中学校の生徒２０名の通学時間である。
４，５，５，６，８，１２，１３，１３，１５，１９
６，６，９，１１，１４，１６，１９，２０，２１，２７ （分）

中央値
資料の値を大きさの順に並べたときに、その中央の値を中央値又はメジアンという。

最頻値（さいひんち）
資料の値の中でもっとも頻繁（ひんぱん）に現れる値を最頻値又はモードという。

下の数値は、ある中学校の生徒２０名の通学時間である。
４，５，５，６，８，１２，１３，１３，１５，１９
６，６，９，１１，１４，１６，１９，２０，２１，２７ （分）

中央値
資料の値を大きさの順に並べたときに、その中央の値を中央値又はメジアンという。

①資料の個数が偶数の場合は、まん中の２つの数字の平均が中央値となる。
例：右の表では、（１２＋１３）÷２

＝１２．５が中央値

②資料の個数が奇数の場合は、まん中の数字が中央値となる。

4

5

5

6

6

6

8

9

11

12

13

13

14

15

16

19

19

20

21

27

下の数値は、ある中学校の生徒２０名の通学時間である。
４，５，５，６，８，１２，１３，１３，１５，１９
６，６，９，１１，１４，１６，１９，２０，２１，２７ （分）

例：このケースでは、通学時間６分がもっとも現れるので、最頻値は、６分である。

最頻値（さいひんち）
資料の値の中でもっとも頻繁（ひんぱん）に現れる値を最頻値又はモードという。

4

5

5

6

6

6

8

9

11

12

13

13

14

15

16

19

19

20

21

27
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第７章 資料の活用 （４）中央値・最頻値

ヒストグラムを使って、平均値・中央値・最頻値を比べてみる

基本問題

応用問題

通学時間
（分）

度数（人）

以上　　未満 　－
０ ～ ５ 1

５ ～ １０ 7
１０ ～ １５ 5
１５ ～ ２０ 4
２０ ～ ２５ 2
２５ ～ ３０ 1

合計 20

全ての値で計算した平均値：１２．４５分
度数分布表から計算した平均値：１３分
中央値：１２．５分 最頻値：６分

資料が度数分布表で表されているときは、度数がもっとも大きい階級の階級値を最頻値とする。

（度数分布表からの最頻値：７．５分）

下の数字は、ある中学校の男子１０名の５０ｍ走の記録である。
以下の問いに答えよ。なお、小数点第２位以下は、四捨五入せよ。
（１）平均値を求めなさい。
（２）中央値を求めなさい。
（３）最頻値を求めなさい。

7.0，7.5，8.2，7.5，8.7，9.1，8.2，8.3，8.2，10.5 （秒）

右の表は、ある中学校の女子６０名の握力の測定結果を記録した度数分布表である。
（１）右の表から、測定結果の平均値を求めよ。
（２）右の表から、測定結果の中央値がどの階級
に属するか答えよ。
（３）右の表から、最頻値を求めよ。

握力（ｋｇ） 度数（人）
以上 未満 －

１５～２０ 4
２０～２５ 12
２５～３０ 17
３０～３５ 9
３５～４０ 8
４０～４５ 6
４５～５０ 1
５０～５５ 3

計 60
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第７章 資料の活用 （５）近似値

有効数字と近似値

有効数字

近似値と誤差

左記の長方形の横の長さを
ものさしを使って、mmの単位まで
測ったとする・・・・

横 ８３．・・・ mm
（注意）プリンタによって違います。

普通の物差しで測ると、１mmよりも小さい値は、正確には分からない。
しかし、横は、83mm～84mmの間

83mmは、信頼してもよい値：有効数字
だいたいの大きさで考えると、横83mm又は84mm ：近似値

8 9

有効数字：測定などによって得られた数のうち、信頼できる数字
を有効数字という。 例：８，３

有効数字のけた数：有効数字の個数を有効数字のけた数という。
例：有効数字が２けた １ｍｍの位まで有効

有効数字をはっきりさせるために、整数部分が１けたの小数と、
１０の何乗かの積の形で表す。
例：測定値が１２７０ｍで、有効数字が３けたである場合

例：測定値が１２７０ｍで、有効数字が２けたである場合

例：測定値が１２７００ｍで、有効数字が４けたである場合

1.27 × 103  (m)

1.3 × 103 (m)

1.270 × 104 (m)

近似値：真の値に近い値のことを近似値という。
例： 横の長さの近似値 ８４ｍｍ

円周率の近似値 ３．１４

誤差：近似値から真の値を引いた差を誤差という。
誤差＝近似値－真の値
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第７章 資料の活用 （５）近似値

応用問題

１．次の測定値を、整数の部分が１けたの数と、１０の累乗との積の形で表しなさい。
（１）１０ｇの単位まで測定した３２８０ｇ

（２）有効数字２けたで測定した３５０ｃｍ

２．次の測定値は、何の位まで測定したものか。

３．ある数ａの小数第１位を四捨五入した近似値が１４であった。このとき、ａの範囲を不等号を
使って表せ。

(1) 4.5 × 102 (m)

(2) 8.82 × 103 (g)

Ｍｅｍｏ
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●制作・監修 スカイホープ個別指導学院（http://skyhope.net/） 

 塾生の日常生活と調和したカリキュラムを組み、学習習慣を身につけさせることによって、学力

向上を図る指導を行う。講師と生徒は１：１、または１：２とし、分からないところを親切丁寧に指導。

分からない点を親身になって指導するのをモットーとする。また、地域密着型の個別指導塾として、

近隣の学校の内容に合わせた細かい指導も行う。 

 

 

 学習動画サイト「イークルース（http://e-clus.com）」及び本書の制作・監修は、スカイホープ個

別指導学院の講師陣を中心に行われております。 

 

※本書には、解答は付いていません。 

 解答は、学習動画サイト「イークルース（http://e-clus.com）」でご確認ください。 

 基本問題の解答は無料、応用問題の解答は有料となります。 

 

「イークルース 学習ノート 中学１年数学講座」 

発行 ２０１４年６月１５日 初版発行 

 

制作・監修  スカイホープ個別指導学院 

発 行 者  髙山嘉成 

 

発行所    株式会社 Prisola インターナショナル 

         〒533-0031 

         大阪府大阪市東淀川区西淡路１－３－２６弥生新大阪第１ビル７階 

         電話 06-6300-7056 FAX 06-6300-7057 

         振替 00910-3-227021 URL http://e-clus.com 

 

ISBN978-4-907897-08-6 

落丁・乱丁本は、送料小社負担にて、お取り替えいたします。 

この本に関するお問い合わせは、下記のイークルース WEB サイトの問い合わせフォームから「株

式会社 Prisola インターナショナル イークルース事務局」までお願い致します。 

http://e-clus.com/contact/ 

 

ⓒ2014 Prisola International Inc. 

※本書の一部又は全部を著作権法で定められている範囲を超えて、当社に無断で複写、複製、転載、データ化、上映、アップロ

ード、公衆送信上映等を行うことを禁じます。 
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